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Propose of this study is explain the transfiguration of psychological attitude to the
university by participating to the community contribution program of the university by sports
and recreation. In particular, focus on the change of attachment to the university and
evaluation of the university. The community contribution program of the university by sports
and recreation programs was executed the program for elementary school students. And
examined a questionnaire survey to parents of children who participated in concerned
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program. The questionnaire was given twice, pre-test and post-test, to parents of children
who had participated the program for elementary school students.
As a result, significant increase in attachment to the university and evaluation of the
university were verified. That is, verified that psychological attitude to the university was
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れているが、この CSR 活動がアイデンティフィケーションに類似した概念である「消費者と企業













研究（冨山 , 2002; 2003）や、大学が持つ経営資源の観点から地域貢献の在り方を考察した研究












を示したものである。本プログラムは、筆者の研究室に所属する 3 年生・4 年生の学生が企画・運
営・指導を行う 3 日間連続のプログラムである。参加募集は、各小学校において募集チラシを配
布し、参加希望者には研究室宛にメールでの申込みを求めた。参加対象者である小学生は 3 日間
を通して参加しており（1 名のみ初日不参加）、1 年生・2 年生プログラムは 9:00～10:15、3 年生
～6 年生プログラムは 10:30～11:45 の各 75 分プログラムを展開した。プログラム開催中は保護
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にて返送を求めた。調査期間については、pre が 2015 年 8 月 3 日（月）から 2015 年 8 月 23 日（日）
の 20 日間、post は 2015 年 8 月 25 日（火）から 2015 年 9 月 1 日（火）の 1 週間である。本研究
では、大学に対する心理的態度の変容を明らかにするため、大学に対する愛着心、大学に対する
評価（レピュテーション指数）の項目について、pre・post 共に完答している者のみを有効標本と
した結果、有効標本数（率）は 36 部（70.6％）であった。この点は、もともとの調査対象者が 51
名であることを考えれば研究の限界であり、今後も引き続きデータの蓄積を行っていく必要性が
ある。




















愛着心について pre・post での比較分析を行うため、大学に対する愛着心 3 項目を設定し、pre・
post 共に「1．まったくあてはまらない」から「7．非常にあてはまる」までの 7 段階評定尺度で
回答を求め、各質問項目で平均値を算出し、対応のある t 検定によって比較分析を行った。また、
pre・post それぞれで 3 項目の合成変数を算出した上で平均値を算出し、同様に対応のあるサン
プルの t 検定で比較分析をおこなった。続けて、大学に対する評価について pre・post での比較















表 2 は対象者の属性を示したものである。回答者の 80％以上が女性（母親）であり、30 歳代と











表 3 は対象者のプログラムに対する満足度を示したものである。3 項目の内的整合性を検討す
るため、クロンバックのアルファ係数を算出した。結果、α＝ .860 と、尺度の内的整合性が高い
とされるα＝ .700（小塩 , 2005）を上回った。3 項目の合成変数の平均値が 6.07（標準偏差：0.90）
であり、7 段階評定尺度の中央値である 4 点を上回っていることからも、今回のプログラムに対
して満足していることが伺える。
（2）大学に対する心理的態度の変容：大学に対する愛着心のpre・post 比較
表 4 は、大学に対する愛着心の pre・post 比較を示したものである。サービス満足度と同様に、
pre・post それぞれで合成変数を算出した。算出された合成変数の平均値の差を、対応のあるサ
ンプルの t 検定によって検討した。合成変数を算出する上で、3 項目の内的整合性を検討するた
め、クロンバックのアルファ係数を算出した。結果、αpre＝ .920、αpost＝ .914 と、共に尺度の
内的整合性が高いと判断できたため、分析を続けた。
結果、pre・post 間で統計的に有意な差が認められ、プログラム参加前よりもプログラム参加後





表 5 は、大学に対する評価（レピュテーション指数）の pre・post 比較を示したものである。先
行研究（Fombrun et al., 1999; 冨山 , 2014）によって、尺度構成の妥当性が示されていることか
ら、本研究でも同様の因子構造での比較分析を試みた。
はじめに、各因子の内的整合性を検討するため、因子毎でクロンバックのアルファ係数を算出
した。結果、第 1 因子「心理的繋がり」では、αpre＝ .827、αpost＝ .891、第 2 因子「サービス」
では、αpre＝ .869、αpost＝ .920、第 3 因子「リーダーシップ」では、αpre＝ .850、αpost＝ .904、
第 4 因子「労働・学習環境」では、αpre＝ .805、αpost＝ .909、最後に第 5 因子「社会的・環境
的責任」では、αpre＝ .829、αpost＝ .870 と、5 因子すべてにおいて尺度の内的整合性が高いと
判断できたため、分析を続けた。
続けて、各因子において pre・post それぞれの平均値を算出し、対応のあるサンプルの t 検定に
よって検討した。結果、5 因子すべてにおいて pre よりも post の平均値が上回り、統計的に有意
な差が認められた（心理的繋がり：t (35)= 2.71, p <.05, サービス：t (35)= 3.84,p <.01, リーダー
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